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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記工程を含む、細胞への核酸導入方法：
（1）ポリエチレンイミン（PEI）と核酸とを、pH 3.5からpH 4.5の酸性条件下で混合する
工程、および
（2）得られた混合物で細胞を処理する工程。
【請求項２】
前記工程（2）についで下記工程を更に含む請求項1に記載の細胞への核酸導入方法：
（3）細胞の培養培地を新鮮培養培地と交換する工程。
【請求項３】
ポリエチレンイミン（PEI）が、直鎖PEIである請求項1または2に記載の細胞への核酸導入
方法。
【請求項４】
ポリエチレンイミン（PEI）が、分子量約25,000の直鎖PEIである請求項1または2に記載の
細胞への核酸導入方法。
【請求項５】
ポリエチレンイミン（PEI）と核酸との重量比が、4：1から8：1である請求項4に記載の細
胞への核酸導入方法。
【請求項６】
請求項1から5のいずれか1項に記載のポリエチレンイミン（PEI）が、pH 0.5からpH 2.0の
溶液（PEI溶液）であることを特徴とする請求項1から5のいずれか1項に記載の細胞への核
酸導入方法。
【請求項７】
請求項1から5のいずれか1項に記載のポリエチレンイミン（PEI）が、PEIを0.2N 塩酸溶液
に溶解することにより調製された溶液であることを特徴とする請求項1から5のいずれか1
項に記載の細胞への核酸導入方法。
【請求項８】
下記工程を含む、細胞への核酸導入方法：
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（1）ポリエチレンイミン（PEI）と核酸とを、pH 3.5からpH 4.5の酸性条件下で混合する
工程、
（2）得られた混合物で細胞を処理する工程、および
（3）細胞の培養培地を新鮮培養培地と交換する工程、
ここで、PEIは分子量約25,000の直鎖PEIを0.2N 塩酸溶液に溶解することにより調製され
た溶液であり、PEIと核酸との重量比が4：1から8：1である。
【請求項９】
ポリエチレンイミン（PEI）溶液を含む試薬キットであって、PEI溶液のpHが0.5から2.0で
あることを特徴とする細胞への核酸導入用試薬キット。
【請求項１０】
前記PEI溶液がPEIを0.2N 塩酸溶液に溶解することにより調製された溶液である請求項9に
記載の細胞への核酸導入用試薬キット。
【請求項１１】
ポリエチレンイミン（PEI）溶液を含む試薬キットであって、PEI溶液が分子量約25,000の
直鎖PEIを0.2N 塩酸溶液に溶解することにより調製された溶液であることを特徴とする細
胞への核酸導入用試薬キット。
【請求項１２】
ポリエチレンイミン（PEI）溶液からなる細胞への核酸導入試薬であって、PEI溶液のpHが
0.5から2.0であることを特徴とする該導入効率が保持された細胞への核酸導入試薬。
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